
絆 

昨
年
中
は
、
皆
様
方
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
年
こ
そ
は
、
災
害
の
な
い
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
今
年
も
皆
様
方
の
声
を
市
政
に
届
け

て
参
り
ま
す
。 

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

十 

二
月
議
会
に
て
登
壇 

 

今
回
は
、
四
項
目
に
つ
い
て
質
問
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

○
地
区
要
望
の
実
現
率
向
上
対
策
に
つ
い
て 

地
区
要
望
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
建
設
課
関
係
で
す
が
、
平
成
二

十
二
年
度
事
業
で
は
、
建
設
課
関
係
の
実
現
率
が
六
十
一
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
財
政
的
事
情
も
あ
っ
て
の
事
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
あ
る
自
治
会
か

ら
は
、
毎
年
要
望
し
て
も
や
っ
て
く
れ
な
い
と
の
苦
情
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
提
案
で
す
が
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
事
は
、
自
分
た
ち
で
や
る
と
い
う

考
え
方
に
立
っ
た
、
地
域
住
民
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
事
を
目

的
に
、
地
域
住
民
が
自
分
た
ち
の
通
行
す
る
市
道
や
小
水
路
、
あ
る
い
は

小
規
模
な
河
川
等
を
自
ら
の
手
で
整
備
す
る
事
に
よ
り
、
愛
着
を
持
ち
、

生
活
で
き
る
よ
う
、
ふ
る
さ
と
普
請
事
業
に
よ
る
、
原
材
料
支
給
制
度
を

新
設
す
る
お
考
え
は
な
い
の
か
、
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 

（
ふ
る
さ
と
普
請
事
業
と
は
、
地
域
住
民
が
労
力
を
提
供
し
、
工
事
に

必
要
な
原
材
料
等
は
市
が
支
給
し
、
利
用
し
て
整
備
す
る
事
業
で
す
。
） 

○
廃
棄
物
処
理
施
設
の
焼
却
余
熱
を
活
用
し
て
の 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
に
つ
い
て 

ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
自
治
体
の
大
き
な
悩
み
の
種
で
あ
り
ま

す
が
、
ゴ
ミ
を
有
効
利
用
し
て
い
る
自
治
体
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ
り

ま
す
。
政
府
で
は
、
か
ね
て
か
ら
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
に
よ
る
地
球

温
暖
化
防
止
策
の
一
環
と
し
て
、
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
総
務
省
で
は
、
ゴ
ミ
の
焼
却
余
熱
を
利
用
し
て
行
う
、
ゴ
ミ
発
電

事
業
の
増
設
設
備
を
公
営
企
業
債
の
対
象
と
し
て
、
積
極
的
に
財
政
支

援
も
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。 

当
市
に
お
い
て
は
、
ゴ
ミ
の
量
が
少
な
い
事
か
ら
、
ゴ
ミ
発
電
に
つ
い
て
は

不
可
能
と
言
う
事
で
あ
り
ま
し
た
が
、
余
熱
を
利
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
か
お
伺
い
し
ま

す
。 ●

利
用
を
考
え
て
い
る
場
所
内
容
に
つ
い
て 

●
住
民
説
明
会
の
中
で
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
い
と
言
う
希

望
等
は
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
。 

○
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て 

元
気
な
高
齢
者
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
本
人
の
健
康
増
進
や
介
護
予
防
、
社
会
参
加
や

地
域
貢
献
を
通
じ
た
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
受
け
入
れ
施
設
と
地
域
と
の
交
流
の
促
進
や
在
宅
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
活
性
化
に
よ
り
、
高
齢
者
の
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
事
業
に
取
り
組
む
お
考
え
は

な
い
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。 

（
地
域
貢
献
活
動
や
、
生
き
が
い
活
動
、
健
康
増
進
、
介
護
予
防
活
動

等
へ
参
加
し
た
場
合
に
、
ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ル
が
配
ら
れ
、
た
め
た
ポ
イ
ン
ト
の

八
割
を
市
内
共
通
商
品
券
と
交
換
し
、
残
り
二
割
を
長
寿
応
援
フ
ァ
ン

ド
へ
寄
附
す
る
内
容
で
す
。
） 

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
に
つ
い
て 

バ
ス
運
行
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
か
ら
大
変
よ
ろ
こ
ば
れ
て
い
ま
す

が
、
他
の
自
治
体
の
よ
う
に
七
十
五
歳
以
上
に
つ
い
て
、
平
等
の
低
料
金

に
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
す
が
、
検
討
委
員
会
、
自
治
会
、
あ
る

い
は
他
の
団
体
等
か
ら
料
金
見
直
し
に
つ
い
て
の
要
望
が
な
か
っ
た
の
か
。 

●
七
十
五
歳
以
上
の
方
の
料
金
を
無
料
に
し
た
場
合
、
百
円
に
し
た

合
、
二
百
円
に
し
た
場
合
の
市
の
負
担
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
増
え
ま
す

か
。 

●
バ
ス
停
待
合
所
設
置
に
つ
い
て
の
要
望
等
は
、
な
か
っ
た
の
か
伺
い
ま

す
。
（コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
停
、
羽
後
交
通
バ
ス
停
な
ど
） 

●
運
行
経
路
の
見
直
し
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
評
価
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。 

市
長
の
答
弁
に
つ
い
て
は
、
二
月
一
日
発
行
の
議
会
だ
よ
り
を
見
て
頂
き

ま
す
と
、
内
容
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
議 

員
研
修
か
ら 

本
荘
由
利
森
林
組
合
木
材
流
通
セ
ン
タ
ー
と
秋
田
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
を

訪
問
し
、
工
場
の
見
学
を
し
な
が
ら
、
実
情
を
聞
い
て
参
り
ま
し
た
。
本

荘
由
利
森
林
組
合
は
、
全
国
で
も
森
林
資
源
が
多
く
、
十
番
目
く
ら
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。
正
組
合
員
数
は
五
千
七
百
六
十
一
人
で
、
職
員
は
五
十

四
人
で
、
総
収
益
は
二
十
億
三
千
五
百
万
円
と
の
こ
と
で
し
た
。
秋
田
プ

ラ
イ
ウ
ッ
ド
は
、
こ
ま
ち
球
場
の
近
く
に
あ
り
、
国
産
林
で
合
板
を
作
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
社
員
三
百
五
十
人
、
売
り
上
げ
二
百
十
九
億
円
で
、

製
材
途
中
の
端
材
等
を
生
か
し
て
、
工
場
の
七
割
く
ら
い
の
電
力
を
自
家

発
電
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

          

青
森
県
六
カ
所
村
を
視
察
し
て 

一
九
八
四
年
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
立
地
を
要
請
し
、
翌
年
基
本
協
定
を
締

結
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
こ
と
や
、
村
の
現
状
な
ど
に
つ
い

て
図
解
入
り
の
資
料
で
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
村
、
六
カ
所
と
し
て

「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
」
を
去
年
五
月
に
開
業
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
国
民
が
見
て
触

れ
る
機
会
を
通
じ
、
地
球
環
境
と
調
和
し
た
将
来
の
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解
と
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
施
設
で
あ

り
ま
し
た
。 

福
島
の
原
発
事
故
後
、
貴
村
で
は
住
民
の
考
え
や
反
応
に
変
化
は
な
か
っ
た

の
か
の
問
い
に
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
村
民
の
生
活
に
変
化
は
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

日
頃
か
ら
原
子
力
に
つ
い
て
視
察
や
研
修
を
し
て
い
る
の
で
、
冷
静
に
判
断
で
き

て
い
る
よ
う
で
す
。
今
回
の
事
故
で
、
雇
用
、
商
業
、
飲
食
関
係
な
ど
村
の
経
済

に
は
、
影
響
は
で
て
い
な
い
と
の
事
で
す
。
六
カ
所
村
に
は
、
村
外
か
ら
、
三
千
人

ぐ
ら
い
通
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
内
、
千
五
百
人
、
七
百
世
帯
く
ら
い
が
村
内
に

定
住
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
村
の
一
般
会
計
予
算
額
は
、
百
三
十
億
で
、

に
か
ほ
市
の
百
三
十
三
億
円
と
ほ
ぼ
同
じ
で
し
た
。
人
口
は
一
万
千
百
八
十
一

人
で
、
世
帯
数
は
四
千
五
百
四
十
三
世
帯
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

みみ
んん
なな
のの
町町
のの  
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市 

政
報
告
か
ら 

○
市
内
の
雇
用
状
況
に
つ
い
て 

来
春
卒
業
す
る
本
市
、
高
校
生
の
就
職
内
定
状
況
で
す
が

就
職
を
希
望
し
て
い
る
生
徒
は
、
全
体
の
約
三
十
％
で
六
十
八

人
で
あ
り
ま
す
。
現
在
五
十
九
人
が
内
定
し
て
お
り
県
内
企
業

へ
の
内
定
が
三
十
八
人
、
う
ち
、
に
か
ほ
市
内
へ
の
内
定
が
二
十

四
人
、
県
外
企
業
へ
は
二
十
一
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｔ

Ｄ
Ｋ
の
人
員
削
減
に
か
か
る
報
道
に
つ
い
て
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で

約
八
万
八
千
人
と
言
わ
れ
る
従
業
員
の
約
十
二
％
に
当
た
る

一
万
千
人
を
二
ヵ
年
で
削
減
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。
心
配
さ

れ
る
人
員
削
減
や
生
産
拠
点
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
従
業
員
の

削
減
は
海
外
が
中
心
で
、
秋
田
は
Ｔ
Ｄ
Ｋ
の
発
祥
の
地
で
あ
り
、

社
員
の
雇
用
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
中
で
確
保
し
な
が
ら
、
統
廃

合
、
再
編
、
効
率
化
を
進
め
、
物
づ
く
り
の
強
化
を
図
り
た
い
と

い
う
考
え
方
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
卒
者
に
つ
い
て
も
、
定
期

的
に
採
用
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。 

○
日
沿
道
山
形
・
秋
田
県
境
区
間
に
つ
い
て 

八
月
に
計
画
段
階
評
価
の
対
象
と
な
り
、
社
会
資
本
整
備

審
議
会
・
東
北
地
方
小
委
員
会
が
二
回
開
か
れ
、
ル
ー
ト
案
な

ど
の
整
備
手
法
に
つ
い
て
、
評
価
、
協
議
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
間
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
も
踏
ま
え

な
が
ら
遊
佐
、
象
潟
間
に
つ
い
て
は
、
全
線
新
設
案
が
認
め
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
ル
ー
ト
幅
を
一
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
に
狭
め
、
出
入
り
口
を
表
記
し
た
図

面
を
提
示
し
な
が
ら
再
度
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
こ
の

結
果
を
踏
ま
え
て
最
終
的
に
は
、
社
会
資
本
整
備
審
議
会
に
上

申
し
、
再
度
、
審
議
会
で
審
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

○
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て 

地
域
生
活
支
援
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
「
日
中
一
時
支

援
事
業
」
は
、
今
年
一
月
か
ら
総
合
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ス
マ
イ

ル
」
内
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
「
に
か
ほ
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
」
や
「
ゆ
り
養
護
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
」
な
ど
、
関
係
者
の
要
望
に
応
え
る
形
で
実
施
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
事
業
は
、
日
中
、
介
護
を
す
る
人
が
い
な
い
障
害
者
の

活
動
の
場
を
確
保
し
、
家
族
の
就
労
支
援
や
一
時
的
な
休
息
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
が
指
定
す
る
事
業
所
に
委
託
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
が
委
託
す
る
事
業
所
は
、
象
潟
、
金

浦
、
仁
賀
保
の
各
地
域
に
一
ヵ
所
ず
つ
と
な
り
ま
す
。 

○
保
育
施
設
の
大
規
模
改
修
等
に
つ
い
て 

仁
賀
保
保
育
会
か
ら
、
に
か
ほ
保
育
園
の
屋
根
な
ど
大
規
模

改
修
工
事
と
、
小
出
保
育
園
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
た
い

と
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
に
か
ほ
保
育
園
は
、
築
後
十
五

年
が
経
過
し
、
経
年
劣
化
に
よ
り
、
雨
漏
り
が
発
生
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
小
出
保
育
園
は
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
補
強
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
、
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
県
と
協
議
し
た
結
果
、

本
年
度
で
終
了
予
定
の
「
安
心
こ
ど
も
基
金
」
の
補
助
金
を
、
活

用
で
き
る
と
の
回
答
が
あ
り
、
本
年
度
内
に
交
付
申
請
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
補
助
率
は
、
国
が
二
分
の
一
、
市
が
四
分

の
一
、
仁
賀
保
保
育
会
が
四
分
の
一
の
負
担
と
な
り
ま
す
。 

○
地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て 

県
で
は
、
高
齢
者
等
の
福
祉
充
実
の
た
め
、
地
域
支
え
合
い

活
動
を
支
援
し
、
経
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
必
要
な

支
援
の
多
様
化
な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
対
応
し
て
い
く
に

は
限
界
が
あ
る
た
め
、
住
民
主
体
の
取
り
組
み
の
充
実
と
普
及

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
に
限
っ
て
地
域
支
え

合
い
活
動
の
立
ち
上
げ
や
、
活
動
拠
点
の
整
備
を
支
援
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
市
で
は
九
月
に
、
各
自
治
会
や
関
係
団
体
に
通

知
し
た
と
こ
ろ
、
二
ヵ
所
の
自
治
会
か
ら
除
雪
機
や
シ
ス
テ
ム
キ
ッ

チ
ン
等
の
備
品
購
入
、
ま
た
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
購
入
の
助
成
申
請
が
あ
り
、
予
算
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て 

国
で
は
本
年
度
か
ら
、
通
常
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
し
て

取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
事
業
と
し
て
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
、
六
十
歳
か
ら

六
十
四
歳
で
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
機
能
の
身
体
障
害
者
手

帳
一
級
所
持
者
、
ま
た
は
、
同
相
当
の
方
、
妊
婦
、
一
歳
か
ら
中

学
三
年
生
を
対
象
に
、
接
種
一
回
に
つ
き
千
円
を
助
成
し
て
い

ま
す
。 

○
釜
ヶ
台
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て 

釜
ヶ
台
地
区
の
簡
易
水
道
整
備
事
業
は
、
二
十
一
年
度
に

着
手
し
、
最
終
年
度
の
二
十
三
年
十
一
月
末
に
、
浄
水
場
な
ど

全
て
の
工
事
を
完
了
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
二
十
四
年
四
月
の

供
用
開
始
に
向
け
て
試
験
給
水
等
を
行
い
ま
す
。 

○
ガ
ス
事
業
に
つ
い
て 

十
八
年
に
実
施
し
た
、
熱
変
事
業
に
係
る
繰
り
延
べ
資
産
の

償
却
が
、
二
十
三
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、
経
済
産
業
省
の
通

達
に
基
づ
き
、
ガ
ス
料
金
の
総
原
価
の
見
直
し
を
行
い
「
に
か
ほ
市

公
営
企
業
運
営
審
議
会
」
の
審
議
を
経
て
、
十
一
月
一
日
付
で

東
北
経
済
産
業
局
に
、
料
金
改
定
の
協
議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
改
定
で
は
、
総
原
価
の
見
直
し
に
よ
る
適
正
な
価
格
の

反
映
と
、
熱
変
事
業
に
伴
い
、
廃
止
と
な
っ
た
旧
施
設
の
解
体
を

今
回
の
改
定
に
よ
り
解
消
す
る
こ
と
に
し
て
ま
す
。 

ま
た
、
ガ
ス
事
業
の
民
営
化
に
つ
い
て
は
、
「
に
か
ほ
市
ガ
ス
事
業

譲
渡
先
選
定
委
員
会
」
を
設
置
し
、
先
進
地
の
事
例
や
東
北
経

済
産
業
局
の
指
導
を
得
な
が
ら
、
募
集
要
領
な
ど
関
連
手
続
き

を
進
め
、
二
十
四
年
一
月
中
旬
頃
に
は
、
応
募
事
業
者
の
有
無

が
判
明
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。 

 

お

 

知
ら
せ 

加
藤
て
る
み
後
援
会
決
算
総
会
開
催 

○
期
日 

平
成
二
十
四
年
二
月
十
二
日
（
日
） 

○
時
間 

午
後
一
時
三
十
分
開
会 

○
場
所 

釜
ヶ
台
公
民
館 

○
年
会
費 

五
百
円
（
懇
親
会
費
五
百
円
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

あ

 

と
が
き 

今
年
は
「
赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
」
を
着
る
年
と
な
り
ま
し
た
。 

還
暦
と
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
満
六
十
歳
で
そ
の
人
の
干
支

が
ひ
と
ま
わ
り
し
て
、
再
び
生
ま
れ
た
年
の
干
支
に
還
る
―
即
ち
、

決
意
も
新
た
に
、
人
生
再
出
発
の
め
で
た
い
年
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
二
の
人
生
の
勝
負
ど
き
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

当
市
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
過
渡
期
を
迎
え
て
お
り
、
課
題

が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
、
若
年
層
の

流
出
と
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
が
顕
著
と
な
り
、
行
財
政
運
営

の
充
実
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
長
寿
社
会
と
な
り
ま
し
た

今
の
時
代
、
還
暦
と
い
っ
て
も
人
生
の
ひ
と
つ
の
通
過
点
で
あ
り
、

お
陰
様
で
現
在
の
と
こ
ろ
は
、
至
っ
て
健
康
で
あ
り
、
気
持
ち
も

新
た
に
微
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

今
後
と
も
、
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 


